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１　主題名　　働くってどんなこと？　
　　　　　　　Ｃ（１０）　遵法精神，公徳心
　　　　　　　　　　　　　法のきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律ある安定した社会の実現に努めること。
　　　　　　　資料：「缶コーヒー」（出典：東京書籍「私たちの道徳３」）

２　主題設定の理由
　(１)ねらいとする価値について
　　社会生活においては，一人一人の公徳心と社会の人々が共に他者を尊重していこうとする社会連帯の精神が必要となる。しかし，人が集まって社会が形成されると，「私」と「私」の利益がぶつかり合って集団のまとまりがなくなることがある。そして，自分だけよければ，他人のことは知らないといった自分勝手な考え方からは，結果として自分自身が安心して生活できる社会は望めない。
　　中学生の時期は，他律的な生き方から自律的な生き方への移行が徐々に可能となり，マナーやモラルのある言動が自分の意志で行えるようになる。ただ，マナーやモラルについての意識は個人差が大きく，まだまだ自分勝手な振る舞いをしたり，自己中心的な言動をしてしまったりすることは少なくない。そのような時期に，自分たちの生活が相互依存関係によって成り立つことを自覚させ，自分は社会の一員としてどのように振る舞うべきかを十分考えられるようにすることは重要である。公徳のモラルや人として互いの連帯を自覚することについて考える機会を通して，より望ましい社会を実現しようとする態度を育てたいと願い本主題を設定した。

　(２)生徒の実態
　　本学級は，困っている級友がいれば進んで声をかけることができる生徒が多い。また，修学旅行の活動班決めでは，１人だけがあぶれてしまわないように周囲を気にかけて動く姿がよく見られた。しかし一方で，級友への気遣いに欠ける言動が見られたり，それらの行動を不快に感じても関わることを避け，見て見ぬ振りをしたりする姿も見られる。その背景には，自分の気持ちを優先させ過ぎてしまったり，周囲にいい子ぶっていると思われたくない気持ちが先行したりしていることが考えられる。
　　そこで，相手や周囲の目が気になることで自他への配慮が難しくなることを想起させながら，皆がよりよく生活するにはどのような事柄が必要なのかについて自分自身と向き合う機会を作ろうと考えた。その上で，相手には外見からうかがい知ることのできない事情や心情が存在している可能性があり，一方的に決めつけるのではなく，その場しのぎではない本当の意味で相手を思いやる心も求められることも意識させていきたい。そして，社会生活において互いに迷惑をかけないような言動を心掛けながら，「私」を大切にする心と「公」を大切にする心の関係についての考えを深めていきたい。

　(３)教材について
　　本教材は，電車通学をしていた「私」が，向かいの席に座ったＯＬらしい女性の身勝手な振る舞いによって迷惑を被る話であり，ルールの明確でない状況の中で登場人物のそれぞれに何らかの「落ち度」が設けられた教材である。それぞれの登場人物の立場は，生徒の多くが似たような経験をしたことがあるため，生徒にとって大変共感しやすいであろう。
　　本時は，教材中の問題点を生徒に挙げさせ，問題が起きたときの登場人物それぞれの気持ちを考えることから進めていく。そして，誰か一人に責任を負わせるのではなく，それぞれの立場に立った時に，自分ならどのような行動を取るかを自分自身と向き合いながら考えさせた上で，小グループで話し合わせる。そうすることで，よりよいと思う言動をとることの大切さや難しさ，当事者全員が気持ちよくいるためにはどうすることが本当はよかったのかについて，生徒に共感と想像を促しながら多面的・多角的な思考ができるようにしたい。そして，自己中心的な言動の問題は，一人一人が互いに作り出していることがある社会の現状についても考えさせながら，自他への配慮がよりよい社会を実現する上で重要であることを再認識させ，自己の生活を見つめ直させたい。

３　本時の学習
　（１）　ねらい　登場人物の言動についての話し合いを通して，公共の場でのきまりの意義を理解し，きまりを守ることの大切さを自覚するとともに，みんなが安心して過ごせる社会を築こうとする心情を育てる。
　（２）　準　備　教科書　顔絵　場面絵　センテンスカード　ワークシート
　（３）　展　開
	学　習　活　動
	○教師の支援　　　◆評価

	１　公共の場におけるマナー違反にはどのようなものがあるかを考える。
公共の場のマナー違反にはどのようなものがありますか。

・ゴミをポイ捨てする。　　・歩きながらスマホを使う。
・電車の中で大声で話す。　・コンビニの前で座って話す。


	


○身近にあるマナー違反について考えることで，ねらいとする価値への方向付けを図る。

	２　より良い社会について考えよう。
　・教材を読み，登場人物のそれぞれの気持ちを考える。この話の中で，問題となっていることはどこでしょう。


・女性がイヤホンはしているけど大音量で音楽を聴いていること。
・女性がコーヒーの缶を窓の所に置いていること。
・女性が缶が落ちたことを電車のせいにして，拾いもしなかったこと。
・私が悪くないのに謝ってしまったこと。





	
○資料を範読する。


○問題となっている部分を考えることで，自分勝手な振る舞いがどんな結果を引き起こすのかを押さえる。
○問題点が女性の行動に偏った場合には，「私はいらだつ気持ちを…」や「おばさんが何もしていない」点などを引き合いに出して，私やおばさん側の問題点にも気づかせる。

	　・問題が起きた時の，３人の気持ちを考える。
コーヒーの缶が転がり私のスカートとノートが汚れた時，３人はどのような気持ちになったでしょう。

＜女性＞・電車が急に揺れるから仕方ない。
　　　　・しまったなあ。どうしよう。
＜私＞・だから言ったのに。どうしよう。
　　　・もっとちゃんと言っておけばよかった。
＜おばさん＞・もっとはっきり言ってやればよかったのに。
　　　　　　・私も注意しておけばよかったかなあ。




	


○問題の内容理解を促すために，顔絵や場面絵を提示し，その背景を押さえる。
○３人の気持ちを考え，それぞれの人物の立場や思いを明らかにすることで，３人のとるべき行動を考えるための見通しをもたせる。

	３　自分がそれぞれ３人の立場であったら，どのような言動をとればよいかを考える。
もしあなたがそれぞれの立場でこの場面にいたとしたら，それぞれどのような行動をとりますか。
また，そのように行動するのはなぜですか。



　・考えたことをワークシートに記入する。＜女性＞・自分がいけないからちゃんと謝る。
　　　　・少し謝って，すぐに降りる。
＜私＞・もっとはっきり相手に伝える。　・なにも言えない。
＜おばさん＞・女性に注意する。　　・見て見ぬ振りをする。




　・小グループで考えを共有する。
　・小グループで出た意見を発表する。
よりよい社会をつくっていくために心がけなければならないことは，どのようなことでしょうか。
	



○「自分だったらどうするだろう」と問いかけることで，どんな解決策がよりよい社会を実現するためにふさわしいかを考える。
○正論や正論を実行することの難しさなど，考えの多様性が実感できるように，それぞれの根拠を明確にさせて，小グループで互いに話し合わせる。
○小グループでの意見は１つにまとめさせず，出た考えは全て発表させる。

	３　本時のまとめをしよう。
　・教師の説話を聞く。
　・本時の学習で学んだことや考えたことをワークシートに記入する。
	
○教師の経験談を聞くことで，これまでの自分自身の言動を振り返えらせ，これからの生き方で大切にしたいことを記入できるようにする。
◆公徳のモラルを大切にし，よりよい社会の実現に向けてできることについて，自分の考えを深めることができたか。（ワークシート）



